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研究成果の概要 

 第２年度目となる２０２２年度は，高周波システムシミュレーションによる提案システム設計のう

ち，ワイヤレス給電部に関する定量評価を行った．電力の送信源となる送電側の信号源や，伝送路の種

別など各種のシステムパラメータを変化させた場合の受電側への到達電力やスペクトルを解析し，デ

ータをグラフや表にまとめた．さらにそれらの情報を用いて，昨年度の成果であった高周波広帯域整流

器に受電スペクトルを入力した際の RF-DC 変換効率を評価した．スペクトルのピーク電力で評価する

場合と，スペクトルの総電力で評価する場合の違いや特長を明らかにした．その結果，具体的なアプリ

ケーション中で提案システムの利活用を想定した際のレベルダイヤグラムを満たすための諸条件を具

体的に提示することができた．なお，これらの成果については，今後論文投稿予定のため詳細について

は割愛する． 
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